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学校・学校図書館を取り巻く新しい読書活動
－集団的・戦略的読書の視点から－

1. 学校・学校図書館の読書活動の背景と概要
1.1. PISA 型読解力への注目
　近年の学校教育における読書活動を考えるために
は、新学習指導要領（1）を押さえておく必要がある。新
学習指導要領には、「思考力・判断力・表現力等」を
育むことを目的とした言語活動の充実が盛り込まれ、
それを支える条件として、読書活動の推進、学校図書
館の活用や学校における言語環境の整備の必要性が示
された（2）。言語活動の充実が設定された理由の一つに
は、経済協力開発機構（OECD）による学習到達度調
査（PISA）によって、日本の子どもたちには「思考力・
判断力・表現力等」を問う読解力問題に課題があると
判明したことが挙げられる。いわゆるPISA型読解力（3）

（CA1671、CA1703、CA1722 参照）に課題があったこ
との影響は大きい。そのため、学校現場では PISA 型
読解力の育成への関心が高い。
　また、新学習指導要領には「生きる力」の育成を目
的に「探究的な学習」の推進も明記されるようになっ
た。グローバル化が進んだ「知識基盤社会」に必要な
能力を育成するために、批判的に考えたりコミュニ
ケーション力をつけたりするなどの学習活動を行う。
そこではPISA型読解力とも密接なクリティカル・リー
ディングなどの読書技術が必要となる。
　こうした状況のもと、学校および学校図書館では、
読書活動と PISA 型読解力の育成とを密接に関係付け
て考えることが増えている。

1.2. 一人読みから集団での読書へ
　PISA 型読解力の育成という命題があるなかで、近
年の学校および学校図書館では、読書会のようにグ
ループで読書をする集団的読書活動への注目が集まり
つつある。読書を個人のものにとどめるのではなく、
グループで行い共有していこうとする動きである。読
書会での交流は、読書感想文や読書感想画とは違い、
一方通行の発信にとどまらないところに、読書指導と
しての優位性がある。複数で同じ本を読んで感想や意
見を話し合うことで、深く読み取ったり共感したり、
意外な発見ができたりするなど、読みの世界が広がる
ことが期待されている。読書生活（4）を豊かにするだけ
ではなく、コミュニケーション能力を養うことにもつ
ながる（5）。
　現在注目されている集団的な読書活動は、「読書へ
のアニマシオン」、「ブッククラブ」、「リテラチャー・

動向レビュー
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サークル」、「リーディング・ワークショップ」など欧
米で指導されている方法である。これらの読書活動は、
自分はどのように読んだのか、自分なりの評価や判断
を他人に伝えて、それを共有することに意義を見出し
ている。ここで求められている「読み」は、PISA 型
読解力の向上とも絡む戦略的な読書方法でもある。

2. 読書へのアニマシオン：その捉え方の変化
　読書へのアニマシオン（以下、アニマシオンとする）
は、本の内容に関する「作戦」と呼ばれる問いを子ど
もたちに投げかけるスペインの読書指導法である。日
本では 1997 年に翻訳書（6）が紹介されて以来、2000 年
代には学校図書館にも広がった（7）。
　アニマシオンは、日本に紹介された当初は読書を楽
しく勧めるゲームとして認識された。しかし、単な
るゲームではなく子ども自身が持っている力を引き出
す教育法であることが次第に知られるようになってき
た。本来のアニマシオンは、「子どもが読書体験を重
ねるうちに、どのように本を読むかという自分なりの
スキーマをつくりあげていく」（8）ことを支援する指導
法である。読書の世界の入り口に子どもを立たせるよ
うな読書指導とは目的が異なっているとされる（9）。ま
た、アニマシオンの発問は PISA の問いと似ているた
め、PISA 型読解力を身につける方法として最適だと
されている（10）。近年では、物語を読み解く観点や調べ
学習の際に情報を引き出す観点からもアニマシオンの
有効性が唱えられ、教科学習にも役立つ読書教育であ
るとの認識が学校図書館関係者には浸透してきた（11）。
　一方で、アニマシオンは、「学校で読書を教えるた
めの方法として生まれたのではなく、図書館員が図書
館に来た子供たちに対して行う技術としての『お話の
時間』の延長として、生まれた」（12）ために、学校のカ
リキュラムには位置付けにくいとの指摘もある（13）。近
年ではこのような議論をもとに、学校教育のカリキュ
ラムに取り込みやすいブッククラブやリテラチャー・
サークルなどが教科教育を舞台に提案され始め、それ
が逆輸入のように学校図書館にも普及しつつある。

3. カリキュラムに位置付けられる読書活動
3.1. 日本型ブッククラブ
　ブッククラブ（Book Club、以下、BC とする）（14）は、
ラファエル（Taffy E. Raphael）氏の提案する米国の
読書活動である。それは「同じ本を小集団で読んで課
題（問い）を発見し課題について意見を持ち、課題の
答えを書いた上でディスカッションして課題を解決す
る学習指導法」（15）だとされる。読むための戦略として、
題材の理解のために必要な背景などの予備知識を知っ
ておくこと、書かれていることから推測すること、創

造的に読むことなどが提示されている。
　日本では、学習指導の方法の違いからそのまま導入
することが難しいとして、有元秀文氏によって日本型
BC が提唱された。日本型 BC は、国語科の授業の中
で取り入れられることを目的としているため、本を丸
ごと扱わなくてもよい。教科書の題材も扱えるように
考えられている。日本型 BC では、リーディング・ス
トラテジーに沿った 14 の問いを教師からも子どもた
ちからも出し合う（16）。この問いに答えることでテキス
トを正しく深く理解したり、クリティカル・リーディ
ングをしたりすることができ、ひいてはそれが PISA
型読解力につながるとされる（17）。日本型 BC は、問い
を与えてそれに回答するという点ではアニマシオンと
似ているが、教科学習が主体であるという点が異なる。
　日本型 BC は国語科向けの指導法であるが、2009 年
に刊行された学校図書館向けの書籍（18）の中でも紹介さ
れた。2011 年 8 月 4-5 日にかけて開催された「近畿学
校図書館研究大会」（19）では、有元秀文氏が講演者とし
て招かれ、BC に関する講演と実演を行うなど、学校
図書館にも浸透しつつある。

3.2. リテラチャー・サークル
　リテラチャー・サークル（Literature Circle、以下、
LC とする）とは、3 人から 5 人くらいの少人数のグ
ループで、同じ本を読んで書いて話し合うという活動
である。足立幸子氏が国語科の授業での指導という観
点からアニマシオンを研究した結果（20）、より授業内
で指導しやすい読書活動としてダニエルズ（Harvey 
Daniels）氏の LC（21）を紹介したことから広まった。現
在では国語の授業だけではなく、学校図書館での読書
活動としても導入が進んでいる（22）。
　全国学校図書館協議会（全国 SLA）の機関誌『学
校図書館』2009 年 8 月号には、「特集：読書に誘う手
法」として LC が紹介された（23）。さらに全国 SLA は、
2011 年度の「読書会コーディネータ養成講習会」の中
で LC の講習を開催し始めた（24）。また、2010 年からは、
朝日新聞社の主催で、高校生 4 人組で読書会を行い、
その結果をまとめた作品のコンクール「どくしょ甲子
園」が始まった。その中では、読書会の方法論として
LC（簡略版）が紹介されている（25）。このように、LC
は近年注目されている読書活動である。
　LC の方法は、教師から示された本の中から子ども
たち自身が読みたい本を選び、同じ本を選んだ者同士
でグループになり、読むペースを決める。読む時には、
それぞれが読むための役割分担を行い、その役割に
沿って一人で読み、読んだ結果を書く作業も行う。読
むための役割は、コネクター（本の中の世界と現実世
界を結びつける役割）、質問者（疑問を持つ役割）、文
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章担当者（素晴らしいと思う表現や印象に残ったとこ
ろなどを発表する役割）、イラストレーター（読んで
得たイメージを絵にする役割）など複数ある（26）。一人
で読んだ後は、どのように読んだのかという結果を書
いたシートを持ち寄りグループ内で話し合う。毎回担
当する役割を変えて、何回かに分けて一冊の本を読み
切る。つまり、一人で読む時間とグループで話し合う
時間が交互に訪れるような読書の方法である。また、
教師は参加者ではなく指導者でもなく、ファシリテー
ター（促進者）（27）の役割を果たす。一人読みとグルー
プ読みの双方ができるバランスのよい読書指導である
とされる（28）。
　LC が他の方法と異なり意義深い点は、役割が違う
者同士が本を読むという同じ課題に協力して向かって
いくところにある。それは、異質な集団内で自律的に
活動する能力を育むことにもなり、その能力は PISA
型読解力のもととなった OECD のキー・コンピテン
シーとも繋がっている（29）。LC もまた PISA 型読解力
の向上に寄与する読書活動といえる。

3.3. リーディング・ワークショップ
　リーディング・ワークショップ（Reading Workshop、
以下、RW とする）とは、カルキンズ（Lucy Calkins）
氏の著作（30）が 2010 年に日本に紹介されて以来、主に
小学校教師の間に広がりつつある国語の指導法であ
る。年間を通しカリキュラムの一環として読書活動を
指導していく。
　RW の通常の指導パターンは、教師が読みの戦略な
どを厳選して教えるミニ・レッスンを行った後、最大
限子どもが一人で読む時間を取る（31）。教師は、子ども
たちが読んでいる間、その様子を観察しカンファラン
スと呼ばれる対話的な指導を個別に行う。カンファラ
ンスは、（1）子どもの状態を観察し、（2）教える内容
を選択して、（3）教えることが基本となるため（32）、読
んでいる子どもたちがどのような読み方をしているか
を把握する必要がある。この場合の教師の役割はファ
シリテーター（33）であり、一方的な指導ではなく中立の
立場で子どもと向き合う。また、一人で読むだけでは
なく、ペアで読む、ガイド読み、ブッククラブ（34）と呼
ばれる少人数での本の話し合いなどさまざまな活動を
組み合わせる。授業の終わりに、その時間の振り返り
を行い、ジャーナルと呼ばれる読書日誌を書く。
　RW は本を丸ごと扱うことが特徴で、優れた読み手
が行っている読書方法を教え、実際に体験させること
が中心となっている。そのため、RW では子どもたち
の身近に豊富な本が用意されていることや、読み聞か
せや各自が読書できるスペースが確保されていること
などの読書環境も重要である（35）。こうした環境面を考

えると、RW の授業には学校図書館を利用することが
望ましいと考えられる。現状では学校図書館で RW を
取り入れているところは多くないが、今後はアニマシ
オンや BC、LC 同様に、学校図書館関係者が RW へ
の関心を高めることが予想される（36）。

4. 学校図書館における新しい読書指導の可能性
4.1. 読書前、読書中、読書後を意識した指導へ
　学校図書館において、集団で行う読書会という読書
活動形式は目新しいものではなく、1950 年代にも読
書後に「記録を残す」（読書記録）「その内容を話し合
う」（読書会）などが重視されていた（37）。しかし、近
年の読書会は、ただ集団で読書後の感想を述べたり、
討論したりするだけではなく、読書中の読者に深くか
かわっている点が異なる。アニマシオン、BC、LC、
RW などの集団的・戦略的な読書の指導においては、
従来の読書前と読書後の指導だけではなく、読書中の
読書戦略の指導が重視されている。たとえば、読書中
に気付いたコメントを付箋に書きこみ本に貼りながら
読む手法（38）は、LC でも RW でも指導する。読書前、
読書中、読書後といった一連の読書活動に対する指導
法が確立しているのである。
　読書前、読書中、読書後という一連の読書活動にか
かわる読書指導は、断片的に読書を扱うのではなく、
人間が本を読むという行為そのものにかかわる指導で
ある。一冊丸ごとの読書に関与する学校図書館には親
和性が高い。また、学校図書館員は子どもに寄り添っ
た読書支援を行うことから、集団的読書のファシリ
テーターの要素も持ち合わせている。学校図書館と集
団的・戦略的読書とのかかわりは深いといえる（39）。
　今後、学校図書館員は教師と協働することで、読書
前、読書中、読書後という一連の読書活動を視野に
入れた戦略的読書の指導に取り組むべきだと考えられ
る。

4.2. 探究型学習につながる読書指導へ
　本稿で紹介した読書活動には、ここ何年かで指摘さ
れてきた、学校図書館における情報リテラシーと読
書との乖離（40）に対する解決策も見出せる。たとえば、
ダニエルズ氏が LC の指導法の一つとして示している
KWL チャート（41）は、読書前に既有知識を呼び起こし
ておき、読書中に何を読みとるべきかを明らかにして、
最終的に既有知識と読書で得た情報を関連付けながら
知識のネットワークに組み込んでいくというものであ
る。これは、探究型学習において、テーマを決めて情
報収集する場合、すなわち情報リテラシーが求められ
る場合の戦略としても利用されている（42）。KWLチャー
ト以外のさまざまな読書戦略にも読書と探究型学習を
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つなぐ指導法として利用可能なものがある。
　日本の学校図書館は、情報リテラシーと読書をつな
ぐもの、また探究型学習につながる戦略的読書の提供
といった観点からも、アニマシオン、BC、LC、RW
などの欧米型の読書活動に注目すべきである。

5. 集団的・戦略的な読書活動の導入に対する課題
　本稿で紹介した、アニマシオン、BC、LC、RW の
ような集団的・戦略的読書の活動は、今後はさらに
導入が進んでいくものと考えられる（43）。これらは、
PISA 型読解力の向上を視野に入れた読書活動でもあ
り、新学習指導要領で実施が求められている探究型学
習につながる読書活動ともなりうる。
　ただし、欧米型の読書活動の導入に際しては、その
本質は何かを見極めることを忘れてはならないだろ
う。これらの読書活動は、長年の読書研究の成果が存
分に生かされている。たとえば、読者反応理論や構成
主義にもとづく読書研究の成果、テキストの意味の個
人的構成、社会的構成の過程に関する議論などが踏ま
えられている（44）（45）（46）（47）（48）。
　このような理論的な背景を理解しておくことは、表
面的な模倣に終始することを防ぎ、効果的な読書指導
をする上で重要である。そのため、今後の学校および
学校図書館では、新学習指導要領の実現や PISA 型読
解力の育成といった視点とともに、欧米型の集団的・
戦略的な読書活動が持つ本質を理解し実現する視点を
持ちつつ、新しい読書活動に取り組むことが求められ
るだろう。

（国士舘大学：桑
くわ

田
た

てるみ）
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